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前
桃

「下
河
逸
長
流
と
懐
徳
堂
」
の
追
記

い
て
は
、
西
村
天
囚
子
の
名
著

べ
、
そ
の
中
に
は
長
流
の
門
人

本
誌
前
琥
の
、
大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
、
下
河
逃
長
流
、
殊
に
そ
の
、
大
正
末
年
、
同
學
故
人
の
盪
力
で
な
さ
れ
た
建
墓
の
経
過
を
述

五
井
持
軒
（
贈
従
五
位
）
を
叙
べ

、
そ
の
子
、
閾
洲
（
元
腺
十
〔
一
六
九
七
〕
ー
賓
暦
十
二
〔
一
七
六
二
〕
）
に
つ

懐
徳
堂
考
（
以
下
、
「考
」
と
略
す
）
の
記
述
の
一
部
を
引
用
し
た
に
止
め
た
が
、
閑
洲
は
父
祖
の
學
を
受

け
、
學
堂
書
院
の
初
期
、
基
礎
未
だ
成
ら
な
か

っ
た
時
代
、
約
二
十
年
間
循
々
教
え
て
倦
ま
ず
と
云
っ
た
風
で
、

ノ

「
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂
」

閑
洲
筆

か

松
ガ
追
年

ヲ
契
ル

常
碧
木
の
松
の
緑

が
永
年
肯
々
と
愛

ら
ぬ
こ
と

前
琥

波
な
ら
ぬ
契
り
も
深
き
末
の
松

千
と
せ
を
か
け
て
超
え
ぬ
ぺ
ら
也
純
貞
（
五
井
閾
洲
の
名
）

百
人
一
首
濡
原
元
輔
（
清
少
納
言
の
父
）
の
「
契
り
き
な
、

か
た
み
に
（
お
互
い
に
）
袖
を
、
し
ぼ
り
つ
つ
、
末
の
松
山
、

波
こ
さ
じ
と
は
」
の
歌
意
を
と
っ
た
も
の
、

「
末
の
松
山
」

は
青
森
縣
の
海
岸
の
松
林

そ
の
質
貿
業
績
は
甚
大

羽

の
追
記

倉

敬

尚



い
文
は
速
訪
碑
録
に
お
さ
め
ら
れ
て
偲
っ
て
お
る
。

嘗
時
の
恢
徳
堂
を
説
く
者
、
重
き
を
石
庵
（
三
宅
、
創
泉
最
初
約
五
年
間
の
學
主
）
登
庵
（
中
井
、
書
院
創
立
の
事
務
的
功
者
で
、
泉
校
預
り
人
、

師
、
石
庵
没
後
の
學
主
）
に
置
き
て
、
蘭
洲
の
功
を
知
る
者
稀
な
り
。
こ
れ
蘭
洲
の
書
院
に
於
け
る
、
常
に
助
教
の
地
位
に
甘
ん
じ
て
、
未

だ
一
度
も
名
を
表
面
に
表
は
さ
ざ
り
し
を
以
て
な
り
。
然
れ
ど
も
蘭
洲
は
、
學
主
、
預
り
人
に
こ
そ
為
ら
ざ
れ
、
書
院
の
教
育
に
闊
し

て
は
、
決
し
て
石
庵
ゾ
ユ
ー
ヴ
庵
の
下
に
、
在
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
大
阪
文
根
の
根
抵
を
養
い
し
上
に
つ
き
て
は
、
そ
の
功
績
殆
ん
ど

と
述
ぺ
て
お
る
。
か
く
て
こ
の
蘭
洲
の
學
を
受
け
た
の
は
、
賓
に
し
ふ
ふ
ぷ
呻
の
二
駿
兒
、
即
ち
後
の
大
儒
、
中
井
竹
山
•
履
軒
の
兄
弟
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

蘭
洲
の
根
は
、

載
せ
て
お
く
、

そ
の
著
録
を
見
る
も
、

父
祖
を
受
け
和
漢
兼
該
で
、

古
今
集
通
廿
咎
、
勢
語
通
四
咎
、
源
語
ご
、
源
語
提
要
、
和
歌
新
題
百
首
の
如
き
和
學
書
が
見
ら
れ
る
。
私
の
前
稿
に
は
、
他
の
者
に
つ

い
て
は
、
和
歌
の
作
品
、
短
冊
等
を
あ
げ
乍
ら
、
こ
の
蘭
洲
を
あ
げ
ず
に
終
っ
た
が
、
偶
然
、
蘭
洲
の
短
冊
を
入
手
し
た
か
ら
、
こ
こ
に

終
り
に
、
明
治
・
大
正
時
代
、
書
院
再
興
等
の
機
會
に
、
書
院
の
文
功
者
に
贈
位
の
榮
典
を
受
け
た
が
、
竹
山
は
正
四
位
、
弟
履
軒
は

従
四
位
、
創
學
初
期
の
功
者
と
し
て
は
、
石
庵
、
し
妥
副
ー
｝
プ
庵
、
及
び
蘭
洲
と
、
悼
尾
の
並
河
華
翁
（
初
琥
寒
泉
）
の
四
偏
が
各
々
正
五
位
を

贈
ら
れ
た
、
蓋
し
至
嘗
の
施
表
で
あ
ろ
う
。

蘭
洲
の
蔭
は
、
門
人
の
住
友
分
家
、
入
江
育
齊
に
よ
っ
て
、
東
寺
町
宜
相
寺
、
住
友
墓
域
に
あ
り
、
文
は
中
井
竹
山
、
題
は
弟
、
履
軒

て
ん

の
築
書
で
あ
る
、
不
幸
、
碑
面
磨
滅
し
た
が
、

二
人
の
上
に
あ
り

で
、
考
に
も

し
か
も
何
れ
に
も
深
く
詳
ら
か
で

前
琥
「
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂
」
の
追
記

こ

漢
書
の
外
、
萬
葉
集
詰
、




